
｢の"質量数
A・・・ 重い粒（陽子と中性子）の総数

原子番号Z・・・原子核の電荷を示す。つまり陽子の数。

よって 陽子の数は玉

陽子と中性子の数を合わせた数がAなので
中性子の数は Atma
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⇒ △ M = {MpZ+Mn(A-Z)｝-M といえる。
こ の △Mを質量欠損という。

こ こ で アインシュタインの式E=mc2より

B=△MC2・・・①

=（ {mpz+mn(A-z)｝ -M ]c2
= {mpztmnlA-Z13C2-M9_f_n.my
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コ 補 足
この問題のように「エネルギーBを加えてばらばらにする」というよりも、
「結合することで質量欠損がおきてBがでる」という風に
考えた方がイメージしやすい。（問題1、3と関連）

ばっコ、らばら 合体○
皨賛で陽③×Z

中は「（A-z)
がおきる_→ 人×○

ここで欠損した△Mがエネルギーとして放出され、その大きさを
結合エネルギーBと呼び

B二ΔMC2
とな

核子1個あたりがたくさんエネルギーを放出し定かがでた
方がだぶるなが結合なだるがなぎ、ほど安定」といえる


